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２ ふろしき

かまど

はる　　ななくさ

春の七草

「春の七草」は、せり・なずな（ペンペングサ）

ごぎょう（ハハコグサ）・はこべら（ハコベ）

ほとけのざ（コオニタビラコ）・すずな（かぶ）

すずしろ（だいこん）の７種類です。

冬の野草は、寒さに負けない生命力を持っているので、、

昔の中国では冬の野草を食べることで身体が強くなる

と考えられ、1月7日に7種の野菜を汁物にして食べ、

健康を願うという風習がありました。一方日本では、1月15日に7種の穀物（米・

小豆・粟など）をお粥にして食べるという習慣がありました。そこに中国の野草を

食べる文化が混ざり、七草粥として現在まで続いています。。

　　はる　　ななくさ　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅるい

ふゆ　　 やそう　　　　  さむ             ま　　　　　　 せいめいりょく     も

むかし　ちゅうごく　　　ふゆ　　 やそう　　　た　　　　　　　　　　　からだ　　  つよ

　　かんが　　　　　　　　 　　　　　　　　　 しゅ　　やさい　　　しるもの　　　　       た

けんこう　　ねが　　　　　　　　ふうしゅう　　　　　　　　　　　　　いっぽう にほん　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しゅ  　こくもつ　　こめ

 あずき　　  あわ                              かゆ　　　　　　 た                               しゅうかん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちゅうごく　　やそう

 た　　　　　ぶんか　　　 ま                   ななくさがゆ　　　　　　げんざい　　　　つづ

　かまどは料理をする場所のことで、「釜をかける

所」という意味です。食べ物を煮たり焼いたりする

ために、まきなどをエネルギーとして使っていま

した。かまどを使うには、火をおこしたり、火力を

保つために風を送り込んだりしなければなりません。

それは大変な仕事でした。今は、ガスや電気を使

って、炊飯器やコンロのスイッチひとつでごはんが炊けるので、簡単ですね。

　　　　　　　　　   りょうり　　  　　　　ばしょ　　　　　　　　　　　 　かま　　　　　　　

ところ　　　　　　 　い   み　　　 　　　　た　　 もの　  　に　　  　　や　

　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　つか　　　　　　　　

    　　　　　　　　　　　　  つか                         ひ　　　　　　　　　　              かりょく　

たも　      　　　　   かぜ      おく        こ　　

  　　　        たいへん　    し ごと　　　　　　　　いま　　　　    　　　　　でん き       つか　　　

          　　   すいはん き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　た　　　  　　　　　　　かんたん

　　　　　 あ　　　　　　　　　　　ていへん　　　　 りょうはしおのおの　　　　ちょうてん　     　　むす

さんかく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 むす                                                   むす

ふろしきは、1300年ほど前から利用

されている歴史あるものです。

四角い1枚の布が、包み方を変える

ことで、様々な大きさや形の物に

対応した、とても優れた入れ物に

なります。

②底辺c,dの両端を各々

　ひとつ結びします。

③ 頂点をかた結び

　（ま結び）します。

① aとbを合わせて

　 三角におります。

<　シンプルバッグの包み方　> 　
つつ　 かた

なずなせり

ごぎょう

はこべら

ほとけのざ

すずな すずしろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ねん　　　　まえ　　　　  りよう

                                 れきし

　しかく　　　　まい　　ぬの　　　　つつ　　かた　　 か

　　　　　　　　 さまざま      おお　　　　　 かたち     もの

  たいおう　                           　　すぐ　　　　い　　　もの　      
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